
I. 貸借対照表



II. 個別注記表

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

1. 有価証券の評価基準及び評価方法
一. 子会社株式及び関連会社株式 ····················· 移動平均法による原価法
二. 市場価格のあるその他有価証券 ·················· 期末日の市場価格に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定
しています）

2. たな卸資産の評価方法
一. 製品及び仕掛品 ······································· 先入先出法
二. 原材料···················································· 移動平均法

3. 固定資産の減価償却の方法
一. 有形固定資産 ················································ 定率法
ただし、平成 10年 4月 1日以降に取得した建物については、定額法。

二. 無形固定資産 ················································ 定率法
ただし、自社利用のソフトウェアについては、利用可能期間 5年に基づく定額法。

4. 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建資産負債は、原則として「外貨建取引等会計処理基準」に基づき換算して
います。

5. 引当金の計上基準
一. 貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、受取手形、売掛金及び貸付金等の期末残
高に対して計上しています。

二. 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金を計上しています。

6. リース取引の処理方法
リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リース取引につ
いては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

7. 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理 ······································ 税抜方式



2. 貸借対照表に関する注記 

1. 有形固定資産の減価償却累計額 ···············3,450,505千円
2. 受取手形割引高 ··············································· 0千円

3. 損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高
一. 売上高··················································· 22,236千円
二. 仕入高及び営業経費 ································ 16,460千円

4. 株主資本等変動計算書に関する注記 

1. 当該事業年度の末日における発行済株式の数
普通株式··················································· 83,000株

5. 税効果会計に関する注記 

1. 繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳
一. 繰延税金資産
イ 退職給付引当金 ····································· 8,424千円
ロ 未払事業税 ··········································· 1,142千円
ハ その他 ················································· 5,220千円
ニ 繰延税金資産合計 ································· 14,787千円

6. 1 株当たり情報に関する注記 

1. 1株当たり純資産額 ···························· 23,520円 69銭
2. 1株当たり当期純利益 ····························· 3円 13銭

7. その他の注記 

1. 重要な後発事象に該当する事実はありません。
2. 計算書類等の記載金額は、原則として単位未満の端数を切り捨てて表示していま
す。


